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讃 勘 門 先 生
近 藤 卓
(東京都中野区本町2)
桃花流水杏然去別有天地非人間 一李白一
私達は，真撃玲藤の人，菊池勘左ェ門先生を深い親し
かんま かんま
みをこめて，勘門先生・勘門さんと御呼びして参りまし
Tこ。
ゆか
旧制j富山高校に縁りのある左京者達は，短かい老い先
に駆られてか，このところ様々な趣意名目を設け定期・
不定期の会合を持っていますが，ー尋常科出身者も多
く一席上住昔を語るとき，常に勘門さんのことが話題
に上り，老意達の脳裡には紅顔長躯の先生の温容が訪衡
するのであります。
また先程には，御令息三郎様から追悼集を御恵送頂
き，各界の実に多くの方々に信奉された先生の 一貫
した哲理に基く御活動の 未知の部分の幅広さに驚歓
し，改めて先生の嬰鎌たる御精励の日々をお偲び申しま
した。
その昔，私は亡父の指示で同郷の先生が主事として在
職しておられた宮高の尋常科を受験し，入学を許されて
富山での生活を始めるに当り，この13才の下宿生は当然
の様に先生に保証人をお願い致すと共に，御子様方の養
育に御忙がしい奥様にも親身の御配慮を煩わすことにな
ったのであります。
そして，その後の私は立山連峯の壮絶さを吾がものと
し有磯の松績に感傷をうたって雨3年……活発によく遊
びよく遊んだ末，東岩瀬の先生のお宅の隣りに同傾向の
悪童若干名と共に抑留され，御帰朝後間もなかった気鋭
の先生から常住坐臥諸般の御指導を受け，暫し勉強にい
そしむことを強制される破目になりました。
時折りの日曜日，この要視察少年の頭目は学校の研究
室に連行され，フォノレマリンの匂いの中でノレーベを駆使
し，富山湾の底魚の胃の蹄から採取した微細な2枚貝の
集積を整理区分する等，新種発見の端絡を得るための御
手伝いをしたこともありました。
私が先生に博物学的に奉仕し得たのはこの様な視覚的
軽作業の一帯こ限られましたが，その労ぷらって，都
度御馳走になった生徒ホーノレの“支那そば"のほのかな
味は，尊敬する先生と差し向いで緊張しながら頂いたが
ゆえに，私にとって終世忘れ得ぬものとなっています。
先生に格別の御世話になって学窓を去ってからも，勘
門先生は依然として私のよき師でありました。
時世移り，往時は延々として遠く轍の跡も夢幻の中の
ものとなりましたが，勘門先生から亨けた何物かは還歴
を過ぎた私の骨の髄のなかにいまもなお生きているかの
様です。
先生にお目に掛かる機会は限られましたが，間遠い便
りにも必ず丁重な御返信を頂き，年頭御自筆の賀状に励
まされた吾が人生の幾山河を回顧し，深い師恩を心から
感謝申しあげるものであります。
述べて此処に至りましたのは，富高11回生等をもって
もりのふ
組成する士会の一部の友人連から，かつて先生に最
も御心配をお掛けしたお前こそ一同になり代り，御弔慰
申しあぐべしとし、し、募られ，これに従った結果で‘ありま
すが，片々の舞文意を尽し得ず遂には御遺徳、の底辺をな
ぞるに過ぎなかったことを汗顔しつつ…・-
真の教育者として，この世を悠然と通り抜けて行かれ
た先生の残像が，大きく佐渡の島山を覆うのを見つめる
のであります。
勘門先生その御名に幸あれ 合掌
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